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 ２月１４日（金）第一管区海上保安本部武道場にて、平成25年度第一管
区制圧競技大会が開催され、もとうら乗組員３名が稚内チームとして参加
しました。 
 この大会は、本部初の開催で海上警察機関として必要な制圧力の維
持・向上を図るためのもので、徒手対短刀、警棒対短刀、警棒対警杖の
三種の試合を行いました。 
 当部を含め道内の各保安部から代表３名1チーム編成として合計２４名
（８チーム）の強者が集まり、４チームずつの２ブロックに分け予選リーグを
戦い、各上位２チームが決勝トーナメント戦へと駒を進める形式で行われ、
熱戦が繰り広げられました。 
 稚内チームは予選で室蘭･函館の２チームに敗れ３位で敗退となりまし
たが、代表３名は練習の成果を出し切り悔いはないとのことでした。 
 ※結果 1位 室蘭チーム 2位 函館チーム 3位 根室チーム 
  
  

競技大会の状況 

 ２月７日（金）、巡視船もとうらにおいて、稚内消防署との合同救助訓練が
行なわれました。この訓練は実際に救助活動を行う際、迅速かつ明確な
協同作業が行えるよう海上保安官と消防隊員のコミュニケーション向上を
目的として、訓練総指揮官である稚内消防長と当部部長のもと、若手消防
隊員ともとうら若手乗組員が中心となり訓練を実施しました。訓練内容は、
一般家屋と異なる狭い船内で発生したけが人をどのように船外へ搬出し
救助するかというもので、けが人に見立てた重さ６０ｋｇの人形２体を消防
職員ともとうら乗組員混合で４名又は５名が一班となり、互いに声を掛けな
がら搬出しました。 
 もとうら若手乗組員は、今回の合同訓練で消防の救助手法等を学ぶこと
ができたことが大変貴重な経験で今後の実務に生かしていきたいと語って
ました。 
 

警棒対警杖 

訓練後の集合写真 

徒手対短刀 

※今号では、２月に活躍しました「巡視船もとうら」での主な業務 
 等をお伝えいたしますので、ご覧になってください。 

 2月9日（日）巡視船もとうら乗組員が若手チームとシニアチームの2チーム
を編成して当庁118番ＰＲと地域交流を兼ね、２０１４南極ハイランド雪合戦
大会に参加しました。  
 若手チームが予選を突破して決勝へと進む予定でしたが敗退してしまい、
予選を全勝で決勝進出を決めたのはシニアチームでした。 
 決勝では敗れ結果4位となりましたが、手に汗握る競り合いの試合で若手
チームは次があったら負けられないと刺激を受けてました。 
 また、市民との交流を深めることができ、一つ思い出ができました。 決勝進出を果たしたシニアチーム 

搬出救助訓練の状況 


